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平
成
三
年
度
の
婦
人
学
級
で
会
員
の
総
力
を
結

集
し
て
作
成
し
、
出
来
上
が
っ
た
カ
ル
タ
に
皆
で

喜
び
合
い
ま
し
た
。
当
時
の
こ
と
を
思
い
出
し
な

が
ら
、
作
成
の
経
過
を
紹
介
し
ま
す
。 

篠
原
地
区
は
旧
東
海
道
と
共
に
発
展
し

多
く
の
神
社
や
寺
院
、
立
場
本
陣
、
一
里

塚
等
の
古
い
歴
史
や
地
名
が
残
さ
れ
、
南

に
は
太
平
洋
が
茫
洋
と
開
け
、
前
浜
は
地

域
の
人
々
の
生
活
と
深
く
結
び
つ
き
親
し

ま
れ
て
き
ま
し
た
。
戦
後
地
引
網
も
行
わ

れ
て
い
て
大
変
な
賑
わ
い
で
あ
っ
た
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。 

カ
ル
タ
つ
く
り
は
先
ず
読
み
札
に
当
た
る
言
葉

を
考
え
る
作
業
か
ら
始
め
、
一
人
一
枚
ず
つ
持
ち

寄
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
に
苦
労
し
な
が

ら
も
そ
の
結
果
、
篠
原
な
ら
で
は
の
特
色
あ
る
興
味

深
い
も
の
が
集
ま
り
ま
し
た
。 

そ
の
中
か
ら
読
み
札
に
な
っ
た
例
を
二
つ 

○は 

早
出
し
の 

特
産
玉
ね
ぎ 

日
本
一 

○な 

波
小
僧 

遠
州
地
方
の 

七
不
思
議 

そ
れ
に
合
わ
せ
今
度
は
絵
を
描
く
作
業
で
す
が
そ

れ
は
大
変
で
し
た
。
会
員
の
鈴
木
正
子
さ
ん
が
担
当

さ
れ
ま
し
た
。
一
枚
一
枚
特
徴
の
あ
る
切
り
絵
で
描

か
れ
て
お
り
、
言
葉
に
よ
く
調
和
し
た
温
も
り
の
あ

る
絵
が
出
来
上
が
り
、
大
変
好
評

で
し
た
。 

仕
上
げ
は
読
み
札
の
文
字
を
毛

筆
で
書
く
作
業
で
、
藤
田
道
さ
ん

と
鈴
木
俊
乃
さ
ん
が
担
当
さ
れ
ま

し
た
。
美
し
い
文
字
で
書
か
れ
た

「
カ
ル
タ
」
が
出
来
上
が
り
完
成

し
ま
し
た
。 

当
時
篠
原
小
学
校
教
頭
の
山
下

孝
先
生
に
も
、
読
み
札
つ
く
り
に

助
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

時
代
と
共
に
カ
ル
タ
に
表
し
た

行
事
や
、
風
習
言
伝
え
も
少
な
く

な
り
、
篠
原
特
有
の
言
葉
も
使
わ
れ
な
く
な
り
ま
し

た
が
、
カ
ル
タ
を
通
じ
て
ふ
る
さ
と
の
歴
史
や
昔
の

生
活
の
一
端
が
、
伝
え
ら
れ
た
ら
良
い
な
と
思
い
ま

す
。 こ

の
「
ふ
る
さ
と
カ
ル
タ
」
は
、
篠
原
地
区
社
協

の
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
等
で
使
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ

の
正
月
に
は
協
働
セ
ン
タ
ー
で
カ
ル
タ
大
会
が
開
か

れ
る
予
定
で
す
。
こ
の
「
ふ
る
さ
と
カ
ル
タ
」
を
改

め
て
味
わ
っ
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。
（
鈴
木
文
子
） 

浜風会/入会募集中 

毎月第１,３木曜日 
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万
葉
風
歌
人 

柳
本
城
西 

 
 

 
 

 

～
浜
松
文
芸
の
先
駆
者
～ 

 

昭
和
二
年
建
築
の
柳
本
診
療
院 

 

平
成
十
七
年
に
閉
院
と
な
っ
た
柳
本
診
療
院
が
、
最

近
門
や
土
塀
と
共
に
、
庭
の
樹
木
も
取
り
払
わ
れ
突
如
、

縦
窓
が
特
徴
の
洋
館
風
の
建
物
の
全
容
が
現
れ
た
。 

こ
の
建
物
は

従
来
の
木
造
日

本
建
築
に
西
洋

建
築
の
特
徴
的

意
匠
を
混
合
し
、

「
和
魂
洋
才
」

を
評
価
さ
れ
、

『
静
岡
県
の
近

代
化
遺
産
』
に

収
録
さ
れ
て
い

る
。
そ
し
て
昭

和
十
九
年
の
東

南
海
地
震
を
も

乗
り
越
え
、
美
し
い
た
た
ず
ま
い
を
残
し
て
い
る
。 

 
 

建
主
で
あ
る
初
代
院
長
、
柳
本
満
之
介
は
西
洋
医
学

を
修
め
た
医
師
に
し
て
万
葉
風
の
歌
を
嗜
む
文
化
人

と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
生
涯
を
歌
人
「
城
西
」

に
視
点
を
あ
て
辿
っ
て
み
た
い
。 

「
城
西
」
揺
籃
の
地
豊
橋 

 

柳
本

や
な
ぎ
も
と

城
西

じ
ょ
う
せ
い

は
、
一
八
七
九
（
明
治
十
二
年
）
四
月 

四
日
、
愛
知
県
渥
美
郡
豊
橋
町
（
現
豊
橋
市
関
屋
町
）

生
ま
れ
。
本
名
満
之
介
。
城
西
が
育
っ
た
関
屋
町
は
吉

田
城
の
西
に
位
置
し
、
城
址
に
は
第
三
師
団
歩
兵
十
八

連
隊
が
駐
屯
し
、
豊
橋
衛
戍
病
院
が
設
置
さ
れ
た
。「
城

西
」
を
雅
号
と
し
、
軍
医
・
医
師
と
し
て
活
躍
し
な
が

ら
短
歌
作
り
に
情
熱
を
傾
け
た
。 

『
犬 い

ぬ

蓼 た
で

』
創
刊
ま
で 

◆
 

一
九
〇
二
（
明
治
三
十
五
年
）
二
十
五
歳
。
医

術
開
業
免
許
を
受
け
て
豊
橋
病
院
外
科
医
と

し
て
勤
務
。 

◆
 

一
九
〇
三
（
明
治
三
十
六
年
）
二
十
六
歳
。
医

業
の
傍
ら
文
学
に
も
関
心
を
持
ち
、
特
に
伊
藤

左
千
夫
歌
集
を
楽
し
み
、
短
歌
作
り
に
情
熱
を

持
ち
始
め
た
。
『
馬
酔
木
』
に
投
稿
し
て
伊
藤

左
千
夫
の
選
を
受
け
る
。 

◆
 

一
九
〇
四
（
明
治
三
十
七
年
）
二
十
七
歳
。
日

露
戦
争
に
召
集
さ
れ
陸
軍
三
等
軍
医
と
な
る
。 

 

 

城
西
は
出
兵
中
も
正
岡
子
規
の
流
れ
を
汲
む
『
鵜
川
』 

『
甲
矢
』
の
二
誌
に
短
歌
や
俳
句
を
発
表
し
続
け
た
。

『
鵜
川
』
（
岐
阜
）
へ
の
投
稿
は
城
西
が
最
も
多
く
、

ま
た
毎
号
欠
か
さ
ず
に
投
稿
し
意
欲
的
だ
っ
た
こ
と

が
伺
わ
れ
る
。
投
稿
歌
を
挙
げ
る
。 

 

募
集
和
歌
「
家
」 

 

・
諸
越
の
冬
の
大
野
に
も
の
ゝ
ふ
は 

「
ア
ン
ペ
ラ
」
つ
り
て
廬
ご
も
り
せ
り 

 

『
甲
矢
』
は
編
集
者
の
病
に
よ
り
、
城
西
の
旺
盛
な

創
作
意
欲
を
置
き
去
り
に
し
た
ま
ま
消
滅
し
た
。 

結
婚
を
機
に
篠
原
村
に
転
居
、
医
院
開
業 

 
 

 

浜
松
最
初
の
近
代
短
歌
会
「
犬
蓼
」
の
出
発 

 

柳
本
城
西
が
幹
事
と
な
っ
て
、
回
覧
式
冊
子
『
犬
蓼
』

を
始
め
た
の
は
明
治
四
十
一
年
六
月
で
あ
る
。
月
例
の

互
選
歌
会
で
、
浜
松
地
方
に
お
け
る
最
初
の
近
代
短
歌

会
で
あ
る
。
時
に
城

西
三
十
歳
。
田
中
千

代
と
の
結
婚
は
前
年
。

静
岡
県
浜
名
郡
篠
原

村
に
転
居
、
医
術
開

業
し
た
の
は
前
々
年

の
明
治
三
十
九
年
十
月
の
こ
と
で
あ
る
。
人
生
の
新
し

い
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
ば
か
り
の
、
意
欲
と
希
望
に
満

ち
満
ち
た
時
期
で
あ
っ
た
。
『
犬
蓼
』
第
一
号
は
七
名

で
出
発
し
た
。
城
西
の
も
と
に
送
ら
れ
て
き
た
歌
稿
を
、

城
西
自
身
が
毛
筆
で
全
部
和
紙
に
筆
写
、
そ
れ
を
袋
綴

じ
に
し
て
回
覧
し
、
批
評
を
書
き
込
ん
で
ゆ
く
と
い
う

形
式
で
あ
る
。
第
一

号
は
表
紙
を
除
い

て
七
ペ
ー
ジ
。
表
紙

の
デ
ザ
イ
ン
は
毎

号
変
わ
る
が
、
誠
に

垢
抜
け
た
出
来
栄

え
で
あ
る
。
こ
の
形

式
が
そ
の
後
も
続

け
ら
れ
る
。 
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伊
藤
左
千
夫
の
歌
評
が
載
る
の
は
第
五
号
か
ら
で
、

手
紙
で
同
人
の
作
品
を
送
り
左
千
夫
に
評
を
加
え
て

返
送
し
て
も
ら
い
、
そ
れ
を
城
西
が
写
し
た
。 

こ
う
し
て
始
ま
っ
た
回
覧
雑
誌
『
犬
蓼
』
は
、
昭
和

十
五
年
十
二
月
の
第
三
八
四
号
で
太
平
洋
戦
争
の
た

め
中
断
す
る
。
篠
原
小
の
忠
魂
碑
前
に
は
昭
和
十
八
年

詠
の
歌
碑
が
立
て
ら
れ
て
い
る
。 

・
我
が
甥
と 

一
緒
の
志
願 

兵
な
り
き 

ソ
ロ
モ
ン
の
海
に 

潜
き
て
還
ら
ず 

 

達
磨
と
サ
イ
コ
ロ
再
起
の
決
意 

 

復
刊
第
一
号
は
、
昭
和
二
十
一
年
一
月
。
表
紙
に
達

磨
と
サ
イ
コ
ロ
が
描
か
れ
、
再
起
の
決
意
を
込
め
て
い

た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
表
紙
は
妻
満
子
の
手
に
な
る
も

の
で
、
昭
和
三
十
九
年
の
終
刊
ま
で
担
当
し
た
。 

 

巻
頭
に
は
「
復
活
発
足
に
当
た
り
て
」
な
る
城
西
の

言
葉
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。 

 

「
時
局
の
要

請
に
随
ひ
発

行
中
止
以
来

満
五
年
の
歳

月
が
空
し
く

流
れ
去
っ
た
。

茫
々
正
に
夢
の
ご
と
し
。
今
我
は
三
千
年
来
初
め
て
の

悲
惨
な
運
命
の
ど
ん
底
に
陥
り
、
い
ば
ら
の
中
に
な
げ

こ
ま
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
が
、
と
に
か
く
生
き
残

っ
た
以
上
、
幸
か
不
幸
か
知
れ
な
い
に
し
て
も
、
犬
蓼

を
復
活
し
よ
う
と
思
ふ
。（
後
略
）」
城
西
の
再
刊
へ
の

並
々
な
ら
ぬ
意
欲
が
感
じ
ら
れ
る
。 

 

第
一
号
の
出
詠
者
は
十
五
名
。
城
西
も
一
人
の
会
員

と
し
て
、
全
く
対
等
な
立
場
で
批
評
に
加
わ
っ
た
。 

 

昭
和
二
十
一
年
の
作
品
二
首
を
紹
介
す
る
。 

 
 

・
終
戦
の
大
み
こ
と
の
り
畏
み
て 

き
び
し
き
世
に
も
生
き
ゆ
か
む
と
す 

 
 

・
大
君
の
宜
ら
し
給
へ
ば
い
ば
ら
な
す 

 
 

 
 

 
 

い
か
に
こ
ご
し
き
道
も
ゆ
く
べ
し 

 

城
西
は
、
昭
和
三
十
四
年
こ
ろ
か
ら
体
調
が
優
れ
ず
、

昭
和
三
十
八
年
九
月
、
『
犬
蓼
』
九
月
号
の
編
集
を
終

え
て
豊
橋
病
院
へ
入
院
。
翌
年
の
二
月
に
死
去
。
享
年

八
十
六
歳
、
法
名
「
歌
光
院
豊
雲
城
西
居
士
」
。
こ
の

年
の
八
月
、
犬
蓼
短
歌
会
会
員
に
よ
り
、
柳
本
城
西
追

悼
号
が
発
行
さ
れ
『
犬
蓼
』
は
五
十
六
年
、
五
百
九
十

八
号
の
歴
史
を
閉
じ
た
。 

浜
松
の
地
に
根
付
い
た
『
ア
ラ
ラ
ギ
』
の
歌
風 

 

発
刊
以
来
五
十
六
年
、
実
に
半
世
紀
以
上
に
わ
た
る

柳
本
城
西
の
短
歌
に
か
け
る
情
熱
の
賜
物
で
あ
っ
た
。

死
の
翌
年
の
昭
和
四
十
年
、
満
子
夫
人
の
手
に
よ
る
歌

集
が
刊
行
さ
れ
た
。
歌
集
に
は
明
治
四
十
二
年
以
後
の

作
品
で
、
『
ア
ラ
ラ
ギ
』
に
掲
載
さ
れ
た
歌
の
み
千
五

百
二
十
八
首
が
年
代
順
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
巻
頭
に

土
屋
文
明
が
序
文
を
寄
せ
て
い
る
。 

 

「
翁
の
歌
風
は
、
そ
の
人
柄
か
ら
く
る
も
の
と
見
え

え
て
、
常
に
お
と
な
し
く
正
直
で
、
淡
々
と
し
て
一
人

己
の
道
を
行
く
と
い
ふ
風
で
あ
っ
た
。
本
歌
集
は
ア
ラ

ラ
ギ
の
歌
風
が
地
方
在
住
の
忠
実
な
る
ア
ラ
ラ
ギ
会

員
に
、
如
何
に
反
映
し
た
か
を
知
る
資
料
と
も
な
る
の

で
は
な
い
か
と
思
ふ
。
（
要
約
）
」 

 

晩
年
の
昭
和
三
十
八
年
の
作
を
引
用
す
る
。 

 
 

・
秋
あ
つ
き
日
の
照
る
庭
に
黒
揚
羽 

 
 

 
 

 
 

黄
蝶
こ
も
ご
も
き
て
は
飛
び
去
る 

 
 

・
す
べ
り
ひ
ゆ
ま
だ
残
り
ゐ
て
花
咲
け
り 

 
 

 
 

 
 

薔
薇
の
茂
れ
る
陰
に
か
く
れ
て 

  

近
代
短
歌
の
歴
史
を
創
る 

 

城
西
は
浜
名
郡
の
医
師
会
会
長
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
短
歌
講
師
、

浜
松
市
民
文
芸
選
者
を
歴
任
。
勲
五
等
瑞
宝
章
受
章
。 

 

常
に
歌
に
生
き
、
楽
し
み
、
そ
し
て
苦
し
み
な
が
ら

『
犬
蓼
』
五
百
九
十
八
号
の
歴
史
を
紡
い
だ
。
ま
さ
に
、

明
治
・
大
正
・
昭

和
の
歌
の
架
け

橋
と
な
り
、
近
代

文
学
の
短
歌
の

歴
史
を
創
っ
た

人

で

あ

る

。 
 

 
 

 

（
鈴
木
理
市
） 
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お
か
げ
参
り
の
様
子
が
書
か
れ
た
太
鼓
台 

 

篠
原
の
神
明
宮
に
約
百
九
十
年
前
に
奉
納
さ
れ
た

太
鼓
が
今
で
も
力
強
く
響
い
て
い
ま
す
。
こ
の
太
鼓

と
太
鼓
台
を
紹
介
し
ま
す
。 

太
鼓
本
体
に
は
奉
納
者
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。 

江
戸
神
田
鎌
倉
横
町 

伊
丹
屋
善
助 

同 

須
田
町
壱
丁
目 

西
村
九
兵
衛
内
お
か
ね 

同
町 

 
 

 
 

 
 

平
助
内
お
ゆ
り 

八
幡
前 

 
 

 
 

 

伊
兵
衛
娘 

江
戸
の
三
人
の
内
伊
丹
屋
善
助
は
篠
原
村
の
神
社

や
寺
に
い
く
つ
か
の
寄
付
を
し
て
い
て
、
こ
の
村
の

出
身
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
て
い
ま
す
が
、
西
村
九

兵
衛
と
平
助
が
こ
の
村
と
ど
の
よ
う
な
関
係
が
あ
る

か
は
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
妻
や
娘
を
奉
納
者

と
し
た
こ
と
に
は
何
か
の
理
由
が
あ
り
そ
う
で
す
。 

太
鼓
台
は
頑
丈
な
造
り
で
地
元
の
寄
付
で
す
。 

記
述
は
、 

神
明
宮
広
前 

施
主 

立
場
連
中 

天
保
二
卯
年 

五
月
吉
祥
辰 

当
村
大
工 

弥
吉
郎
作
之 

太
鼓
本
体
に
は
寄
付
年
月
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
台
に

は
天
保
二
年
（
一
八
三
一
）
に
立
場
連
中
の
寄
付
と
あ

り
本
体
も
同
時
期
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
興
味
深
い
の

は
台
の
上
部
の
太
鼓
を
乗
せ
る
面
に
お
か
げ
参
り
の

様
子
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。 

 

お
か
げ
参
り
と
は 

お
か
げ
参
り
は
、
江
戸
時
代
に
起
こ
っ
た
伊
勢
神

宮
へ
の
集
団
参
詣
の
こ
と
で
、
お
よ
そ
六
十
年
周
期

に
は
や
り
、
天
保
元
年
（
一
八
三
〇
）
は
三
回
目
に
あ

た
り
数
百
万
人
が
参
詣
し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

お
か
げ
参
り
の
最
大
の
特
徴
は
、
奉
公
人
な
ど
が
主

人
に
無
断
で
、
ま
た
は
子
供
が
親
に
無
断
で
参
詣
し

た
こ
と
と
、
通
行
手
形
も
な
く
、
大
金
を
持
た
ず
沿
道

の
施
し
を
受
け
な
が
ら
信
心
の
旅
を
し
た
こ
と
で
す
。 

 

太
鼓
台
に
記
さ
れ
た
道
中
の
様
子 

太
鼓
台
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。（
判

読
で
き
る
箇
所
の
意
訳
） 

「
昨
年
三
月
阿
波
の
国
か
ら
伊
勢
参
宮
が
始
ま
っ

た
。
お
か
げ
参
り
が
流
行
し
て
老
若
男
女
が
昼
夜
を

分
け
ず
群
を
な
し
て
参
詣
に
向
う
。
道
筋
の
村
々
で

は
接
待
小
屋
を
造
り
、
飯
や
粥
や
菓
子
な
ど
を
ふ
る

ま
っ
て
い
る
。
駕
籠
や
馬
を
美
し
く
飾
り
、
人
足
は
思

い
思
い
に
キ
ラ
で
飾
っ
て
上
り
下
り
の
足
の
弱
い
人

を
送
っ
て
い
る
。
笛
・
太
鼓
・
三
味
線
の
音
や
は
や
し

な
ど
も
聞
こ
え
る
。
合
わ
せ
て
数
万
人
の
賑
わ
い
で

前
代
未
聞
の
こ
と
だ
。
後
々
の
話
の
種
と
し
て
こ
こ

に
記
し
て
お
く
。
保
泉
寺
隠
居
書
」 

詳
し
い
描
写
で
す
か
ら
参
詣
し
た
人
か
ら
聞
い
た

こ
と
を
寄
付
さ
れ
た
ば
か
り
の
太
鼓
台
に
書
き
付
け

た
の
だ
ろ
う
。
す
ぐ
に
は
見
つ
か
ら
な
い
箇
所
だ
か

ら
年
月
を
経
て
話
題
に

な
れ
ば
と
法
泉
寺
隠
居

は
考
え
た
か
。
そ
れ
に
し

て
も
伊
勢
に
向
う
道
中

の
賑
わ
う
様
子
が
伝
わ

っ
て
き
ま
す
。
こ
の
村
か

ら
ど
の
く
ら
い
の
人
が

出
掛
け
た
の
か
知
り
た

い
も
の
で
す
。（
鈴
木
忠
） 
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